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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示の書き換え速度が異なる複数の駆動モードで駆動される表示手段と、
　操作に応じて変位する操作子と、
　前記操作子の変位に基づく変位量に応じた制御信号を前記表示手段に供給する信号供給
手段と、
　前記表示手段の駆動モードに応じて、前記操作子に与える負荷を制御する負荷制御手段
と、
　前記負荷制御手段により制御された負荷を前記操作子に与える負荷付与手段と
　を有する情報処理装置。
【請求項２】
　前記複数の駆動モードが、第１の駆動モードと、前記第１の駆動モードよりも書き換え
速度が速い第２の駆動モードとを有し、
　前記負荷制御手段は、前記表示手段の駆動モードが前記第２の駆動モードである場合の
前記負荷が、前記表示手段の駆動モードが前記第１の駆動モードである場合の前記負荷よ
りも大きくなるように前記負荷を制御する
　ことを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記表示手段が、コレステリック液晶を用いた表示体を含み、
　前記複数の動作モードが、ＤＤＳ（Dynamic Drive Scheme）方式による駆動モードおよ
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び前記ＤＤＳ方式以外の方式による駆動モードを含む
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　表示の書き換え速度が異なる複数の駆動モードで駆動される表示手段と、操作に応じて
変位する操作子と、前記操作子の変位に基づく変位量に応じた制御信号を前記表示手段に
供給する信号供給手段とを有する情報処理装置の制御方法であって、
　前記表示手段の駆動モードに応じて、前記操作子に与える負荷を制御するステップと、
　前記制御された負荷を前記操作子に与えるステップと
　を有する制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、操作子を有する情報処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスプレイを搭載したデバイスには、ジョグダイヤル（登録商標）などの回転式操作
子が搭載されていることが多い。回転式操作子は、軸を中心に回転する回転体やその回転
角度及び回転量を検出して信号化するセンサなどからなる。この回転式操作子の被操作体
となるデバイスは、その回転量の大きさに応じて参照対象となるデータをスライドさせる
。よって、この種のデバイスを操作する操作者は、はじめは回転式操作子をすばやく回転
させてスライド量を大きくとった後、所望のデータの近くに至ったところでゆっくりと回
転させるといった操作を行うことで、ディスプレイに表示させるデータをその他を含む多
くの中から効率よく探し出すことができる。
【０００３】
　操作子の操作性をよりよくする仕組みを開示した文献として、特許文献１や２がある。
特許文献１に開示された入力装置は、触覚素子を搭載し、ディスプレイ上の選択アイコン
が選択可能なエレメントと重なったことを契機としてこの触覚素子を振動させるようにな
っている。また、特許文献２に開示されたマウスは、そのマウスカバーを上下に駆動させ
るカバー駆動機構を搭載し、ディスプレイ上の選択アイコンが重なったエレメントの種別
に応じてマウスカバーの高さを制御するようになっている。
【特許文献１】特許第２５７１７９３号公報
【特許文献２】特開平６－１０２９９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、電子ペーパーと呼ばれる、記憶性の表示体を用いた表示装置が開発されている。
記憶性表示体は、電圧を印加しなくても表示状態を保持するため、低消費電力で表示を行
うことができるという利点がある。記憶性表示体としては、例えば、コレステリック液晶
や電気泳動ディスプレイが用いられる。
【０００５】
　一般的に、記憶性表示体は非記憶性表示体と比較して書き換えに時間がかかるという欠
点がある。この欠点を補うための一つのアプローチとして、電子ペーパーにＴＮ（Twiste
d Nematic）液晶など非記憶性表示体を持たせることが考えられる。あるいは、表示品質
は高いが書き換えが遅い通常の駆動モードに加え、表示品質は低くても書き換えが速い駆
動モードで記憶性表示体を駆動するというアプローチもある。いずれにしても、特許文献
１および２に記載の技術では、書き換えに要する時間が異なる表示装置あるいは駆動モー
ドのいずれにおいても適切な操作性を提供することは困難であった。
【０００６】
　これに対し本発明は、書き換えに要する時間が異なる表示装置あるいは駆動モードのい
ずれにおいても適切な操作性を有する操作子を提供するものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は、少なくとも１つの表示装置と、ある基準点から変位する操作子と、前記操作
子の変位量を検出する変位量検出手段と、前記変位量検出手段により検出された変位量に
応じて前記少なくとも１つの表示装置における表示を変化させる制御信号を前記少なくと
も１つの表示装置に供給する信号供給手段と、前記少なくとも１つの表示装置における単
位情報量あたりの表示書き換え時間に応じて、前記操作子に与えられる負荷を制御する負
荷制御手段とを有する情報処理装置を提供する。
　この情報処理装置によれば、表示装置における単位情報量あたりの表示書き換え時間に
応じて、操作子に与えられる負荷が制御される。
【０００８】
　好ましい態様において、この情報処理装置は、各々表示速度が異なる複数の表示装置を
有し、前記信号供給手段が、前記複数の表示装置のいずれかに前記制御信号を供給し、前
記負荷制御手段が、前記制御信号の供給先に応じて、前記操作子に与えられる負荷を制御
してもよい。
　この情報処理装置によれば、制御信号の供給先に応じて、操作子に与えられる負荷が制
御される。
【０００９】
　別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記負荷制御手段は、前記制御信号
の供給先の表示装置の書き換え速度が高くなるほど、前記負荷が小さくなるように前記操
作子に与えられる負荷を制御してもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置の書き換え速度が高くなるほど、負荷が小さくな
るように操作子に与えられる負荷が制御される。
【００１０】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記少なくとも１つの表示装
置のうち１つの表示装置が、単位情報量あたりの表示書き換え時間が異なる複数の駆動モ
ードで駆動可能であり、前記負荷制御手段が、前記複数の駆動モードのうち、前記１つの
表示装置の駆動モードに応じて、前記操作子に与えられる負荷を制御してもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置の駆動モードに応じて、操作子に与えられる負荷
が制御される。
【００１１】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記負荷制御手段は、前記駆
動モードで駆動される表示装置の書き換え速度が高くなるほど、前記負荷が小さくなるよ
うに前記操作子に与えられる負荷を制御してもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置の書き換え速度が高くなるほど、負荷が小さくな
るように操作子に与えられる負荷が制御される。
【００１２】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記１つの表示装置が、コレ
ステリック液晶を用いた表示体を含み、前記複数の動作モードが、ＤＤＳ（Dynamic Driv
e Scheme）方式による駆動モードおよびコンベンショナル方式による駆動モードを含んで
もよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置の駆動モードがＤＤＳ方式であるかコンベンショ
ナル方式であるかに応じて、操作子に与えられる負荷が制御される。
【００１３】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記負荷が、前記操作子の変
位を妨げる力であってもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置における単位情報量あたりの表示書き換え時間に
応じて、操作子の変位を妨げる力が制御される。
【００１４】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記負荷が、前記表示装置に
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おける単位情報量の表示書き換えに必要な前記操作子の変位量であってもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置における単位情報量あたりの表示書き換え時間に
応じて、表示装置における単位情報量の表示書き換えに必要な操作子の変位量が制御され
る。
【００１５】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記信号供給手段が、前記変
位量検出手段により検出された変位量がしきい値を超えるたびに、前記少なくとも１の表
示装置における表示の書き換えを指示する制御信号を供給してもよい。
　この情報処理装置によれば、変位量がしきい値を超えるたびに、表示装置における表示
の書き換えを指示する制御信号が供給される。
【００１６】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記少なくとも１つの表示装
置が、コレステリック液晶を用いた表示体を含んでもよい。
　この情報処理装置によれば、コレステリック液晶を用いた表示体を含む表示装置におけ
る単位情報量あたりの表示書き換え時間に応じて、操作子に与えられる負荷が制御される
。
【００１７】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記少なくとも１つの表示装
置への制御信号の供給タイミングと合わせて発光する発光手段を有してもよい。
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記少なくとも１つの表示装
置への制御信号の供給タイミングと合わせて放音する放音手段を有してもよい。
　この情報処理装置によれば、制御信号の供給タイミングと合わせて光または音が出力さ
れる。
【００１８】
　さらに別の好ましい態様において、この情報処理装置は、前記操作子が、軸を中心に回
転する回転式操作子であり、前記変位量が、前記操作子の回転量であってもよい。
　この情報処理装置によれば、表示装置における単位情報量あたりの表示書き換え時間に
応じて、回転式操作子に与えられる負荷が制御される。
【００１９】
　また、本発明は、少なくとも１つの表示装置と、ある基準点から変位する操作子と、前
記操作子の変位量を検出する変位量検出手段と、前記少なくとも１つの表示装置における
表示を変化させる制御信号を前記少なくとも１つの表示装置に供給する信号供給手段とを
有する情報処理装置における制御方法であって、前記少なくとも１つの表示装置における
単位情報量あたりの表示書き換え時間に応じて、前記回転体に与えられる負荷を制御する
ステップと、前記信号供給手段が、前記回転量検出手段により検出された回転量に応じて
前記少なくとも１つの表示装置における表示を変化させる制御信号を前記表示駆動装置に
供給するステップとを有する制御方法を提供する。
　この制御方法によれば、表示装置における単位情報量あたりの表示書き換え時間に応じ
て、操作子に与えられる負荷が制御される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
１．第１実施形態
　本発明の第１実施形態について説明する。本実施形態において、情報処理装置の表示装
置に表示させる画像の選択は回転式操作子により行なわれる。また、表示装置は、画質を
重視するモードと駆動速度を重視するモードの２つの駆動モードのうちいずれかにより駆
動される。さらに、回転式操作子の負荷は、駆動モードに応じて制御される。
【００２１】
　図１は、本実施形態に係る情報処理装置のハードウェア概略構成を示す図である。図２
は、情報処理装置の外観を示す図である。図１に示すように、この情報処理装置は、メイ
ン表示部１０（表示装置）、押下式操作子２０、回転式操作子３０、及びそれら各部の動
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作を制御する制御部４０を備える。
【００２２】
　メイン表示部１０は、コレステリック液晶パネル１１、セグメント電極駆動回路１２、
及びコモン電極駆動回路１３を有する。コレステリック液晶パネル１１は、透明電極を設
けた２枚のガラス基板によってコレステリック液晶層を上下から挟み込み封止した構造を
有している。このうち下側のガラス基板の下面の略中央の位置には、温度センサ９１が貼
り付けられている。本実施形態に係る情報処理装置は、制御部４０による制御の下、画像
を表示する。具体的に、制御部４０は、セグメント電極駆動回路１２及びコモン電極駆動
回路１３を介してコレステリック液晶パネル１１の両ガラス基板の透明電極に所定の電圧
を印加することで、コレステリック液晶層の配向状態を遷移させる。
【００２３】
　図３は、コレステリック液晶パネル１１の断面及びコレステリック液晶の配向状態を示
す図である。コレステリック液晶パネル１１は、上側ガラス基板１４、上側透明電極１５
、コレステリック液晶層１６、下側透明電極１７、下側ガラス基板１８、及び光吸収板１
９を有する。透明電極１５および１７は、コレステリック液晶層１６に電圧を印加するた
めのデータ電極および走査電極として機能する。また、図２に示すように、コレステリッ
ク液晶パネル１１の上側ガラス基板１４はディプレイ装置の筐体９０の開口部を介して外
部へ露出されている。
【００２４】
　図４は、コレステリック液晶パネル１１の構成を示す図である。コレステリック液晶パ
ネル１１は、ｎ行の走査電極（Ｙ１、Ｙ２、…、Ｙｎ）およびｍ列のデータ電極（Ｘ１、
Ｘ２、…、Ｘｍ）を含むｎ×ｍマトリクス配線を有する。なお、ｎおよびｍは正の整数で
ある。また、本実施形態において、コレステリック液晶パネル１１はいわゆるパッシブマ
トリクス式の表示装置であるので、走査電極およびデータ電極がそれぞれ走査線およびデ
ータ線の機能も兼ねる。走査電極およびデータ電極が交差する領域（図４において走査電
極およびデータ電極の交点）には、電気光学素子１６ａが形成されている。電気光学素子
１６ａは、２枚の電極（データ電極（画素電極またはセグメント電極ということもある）
および走査電極（共通電極またはコモン電極ということもある）、いずれも図示略）、こ
れら２枚の電極間に封止された電気光学層を有する。本実施形態において、電気光学層と
して、記憶性液晶であるコレステリック液晶を含む液晶層が用いられる。記憶性液晶とは
、電力を供給しなくても表示を維持できる液晶をいう。電気光学素子１６ａには、対応す
る走査電極に印加される電圧（以下「走査電圧」という）および対応するデータ電極に印
加される電圧（以下「データ電圧」という）に応じた電圧が印加される。電気光学層に印
加される電圧を「駆動電圧」という。電気光学層の光学的性質（施光性、光散乱性など）
は、印加される電圧によって変化する。電気光学素子１６ａは、液晶の光学的性質の変化
によって画像を形成するものである。なお、基本的に一の電気光学素子１６ａは、一の画
素に対応する。ＲＧＢ表色系でカラー表示を行うカラーディスプレイの場合、一の電気光
学素子１６ａは、ある画素のうち、ＲＧＢの色成分のうちいずれか一の色成分に対応する
。
【００２５】
　図３において、電気光学素子１６ａ（コレステリック液晶）の配向状態は、（ａ）に示
すプレーナ配向（以下、「Ｐ配向」と呼ぶ）、（ｂ）に示すフォーカルコニック配向（以
下、「Ｆ配向」と呼ぶ）、及び（ｃ）に示すホメオトロピック配向（以下「Ｈ配向」とい
う）の３種の配向状態の間を遷移する。Ｐ配向状態では、上側ガラス基板１４の側から入
射する光が反射され、白が表されることになる。反対に、Ｆ配向状態では、入射する光が
透過されて光吸収板１９まで到達するので、黒が表されることになる。Ｐ配向とＨ配向の
中間の配向状態に遷移させれば中間調を表すことも可能である。そして、このＰ配向とＨ
配向は一度遷移すると電圧の印加が無くてもその状態が維持される。また、後に詳述する
ように、Ｐ配向からＦ配向への切り替えの際は、電圧の印加無しに維持し得ない配向状態
であるＨ配向状態への過渡的な遷移を経る必要がある。
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【００２６】
　図１において、押下式操作子２０及び回転式操作子３０は、各種入力を行なうための操
作子である。これら両操作子について具体的に説明する。押下式操作子２０は、利用者の
押下操作を信号に変換するための操作子である。押下式操作子２０は、２つのボタン２１
，２２、及びそれらの押下の有無を検知するセンサ（図示せず）を有する。図２に示され
るように、押下式操作子２０のボタン２１および２２は、ディプレイ装置の筐体９０の外
部へ露出されている。
【００２７】
　図５は、回転式操作子３０の側面図でありる。図６は、図５の矢視線Ａが示す面を上側
から見た図である。回転式操作子３０は、利用者の回転操作を信号に変換するための操作
子である。図に示すように、回転式操作子３０は、回転つまみ３１、ロータリエンコーダ
３２、負荷制御部３３、及びこれらを連結させる回転軸３４を有する。回転つまみ３１は
、扁平な円柱形状を有し、その下側端面の略中央から上側に向けて開けられた穴を有する
。この穴には、回転軸３４の上端が挿入されている。これにより、回転軸３４は回転つま
み３１に対して固定されている。図２にも示されるように、回転つまみ３１は、ディプレ
イ装置の筐体９０の外部へ露出している。回転つまみ３１の上側の端面には回転基準位置
を示すマーク３１ａが記されている。
【００２８】
　ロータリエンコーダ３２は、回転スリット円板３２ａ、固定板３２ｂ、それらの両板を
挟み込む発光素子３２ｃと受光素子３２ｄを有する。回転スリット円板３２ａは、中心に
貫通孔を有している。その貫通孔には、回転軸３４が挿入され、回転スリット円板３２ａ
は回転軸３４に対して固定されている。また、回転スリット円板３２ａには、いわゆるア
ブソリュート型パターンのスリットが設けられている。固定板３２ｂは、回転スリット円
板３２ａの上に固定されている。固定板３２ｂは、回転軸３４から放射状に拡がる線の１
つと平行な複数個の孔を有する。発光素子３２ｃは、固定板３２ｂの孔と同じ数のＬＥＤ
（Light Emitting Diode）を有する。ＬＥＤは、固定板３２ｂの孔の真上に並べて固定さ
れている。受光素子３２ｄは、ＬＥＤと同じ数の光学センサを有する。光学センサは、Ｌ
ＥＤから固定板３２ｂおよび回転スリット円板３２ａを通り抜けた光を受光し得る位置に
並べられている。回転スリット円板３２ａの角度と光センサの受光の有無の組み合わせを
示すバイナリデータとを対応付けたテーブルを準備して逐次参照することにより、受光素
子３２ｄの受光状態から回転スリット円板３２ａの回転角度を特定することができる。
【００２９】
　負荷制御部３３は、回転阻止部材３３ａ、電磁石３３ｂ、及び磁力制御回路３３ｃを有
する。回転阻止部材３３ａは、略円柱状の基材と、その側面にほぼ等間隔に固定された８
つの永久磁石ｒを有する。電磁石３３ｂは、鉄心と、鉄心に巻かれたコイルを有する。電
磁石３３ｂは、磁力制御回路３３ｃより供給される電力に応じた大きさの磁力を、回転阻
止部材３３ａとの間に発生させる。したがって、この磁力を小さくすれば回転つまみ３１
の回転負荷が小さくなり、反対に、この磁力を大きくすれば回転つまみ３１の回転負荷が
大きくなる。
【００３０】
　図７は、電磁石３３ｂの負荷－角度曲線を示す図である。図７は、磁力が大きい状態（
曲線Ｂ）及び磁力が小さい状態（曲線Ｃ）で、回転つまみ３１を４５度、つまり、電磁石
３３ｂに吸引されている永久磁石ｒを引き離してその隣の別の永久磁石ｒを吸引させるに
至るまで回転させた例を示す。図７によれば、磁力の大小にかかわらず、回転操作当初か
ら徐々に負荷が大きくなってゆき、ある角度に到達した時点で急激に小さくなるように遷
移している。そして、実線Ｂに示す高磁力状態での負荷の方が鎖線Ｃに示す低磁力状態で
の負荷よりも高くなり、利用者からみれば回転させ難くなることが分かる。
【００３１】
　図１の説明に戻る。制御部４０は、ＡＤＣ（Analog/Digital Converter）４１、セグメ
ント用電源生成回路４２、コモン用電源生成回路４３、ＣＰＵ４４、ＲＡＭ４５、ＲＯＭ
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４６、メイン表示部駆動制御回路４７、及びＩ／Ｏコントローラ４８を有する。
　ＡＤＣ４１は、温度センサ９１から出力されるアナログ信号、すなわち、検出温度を示
す信号を、デジタル信号に変換する。ＡＤＣ４１は、このデジタル信号、つまり、コレス
テリック液晶パネル１１の略中央の位置の温度を示すデジタル信号をＣＰＵ４４へ供給す
る。セグメント用電源生成回路４２及びコモン用電源生成回路４３は、それぞれ、セグメ
ント電極駆動回路１２及びコモン電極駆動回路１３へ電力を供給する。
【００３２】
　ＣＰＵ４４は、ＲＡＭ４５をワークエリアとして利用して各種処理演算を行う。ＲＯＭ
４６は、各種プログラムや後述するテーブルを記憶する。Ｉ／Ｏコントローラ４８は、押
下式操作子２０及び回転式操作子３０とＣＰＵ４４の間の各種信号のやりとりを制御する
。
【００３３】
　次に、本実施形態における負荷設定処理と画像切換処理について説明する。
【００３４】
　図８は、負荷設定処理を示すフローチャートである。図８に示す処理は、利用者が押下
式操作子２０を操作することによりコレステリック液晶パネル１１に駆動モード選択画面
を表示させ、その画面を介して駆動モードの選択を行ったことをトリガーとして開始され
る。
【００３５】
　図９は、駆動モード選択画面を示す図である。この画面は、高速駆動モード及び低速駆
動モードの一方の選択を促す画面である。なお、本実施形態にかかる情報処理装置の表示
装置は、低速駆動モードをデフォルトとして動作しているので、画面が表示された当初は
低速駆動モードが選択された状態になっている。低速駆動モードはコンベンショナル駆動
方式に従って液晶を駆動させるモードであり、駆動速度よりも画質を重視するときに選択
するときはこのモードを選択することが望ましい。高速駆動モードはＤＤＳ駆動方式に従
って液晶を駆動させるモードであり、画質よりも駆動速度を重視するときにはこのモード
を選択することが望ましい。
【００３６】
　ここで、ＤＤＳ駆動方式およびコンベンショナル駆動方式について説明しておく。
　図１０は、ＤＤＳ駆動における電圧印加サイクルを例示する図である。図１０に示すよ
うに、ＤＤＳ駆動において、コレステリック液晶の駆動サイクルは、Preparation期間（
リセット期間）、Selection期間（選択期間）、及びEvolution期間（保持期間）にNon Se
lection期間（非選択期間）を加えた４段階に分けられる。各期間のサイクルの位相は、
画像の走査線Ｙ毎にずらされ、各期間に固有の電圧が、パイプライン処理的に印加される
。
【００３７】
　ＤＤＳ駆動の各期間に印加される駆動電圧を具体的に説明する。まず、Preparation期
間には、駆動対象となったラインを成す電気光学素子１６ａのすべてをＨ配向状態に遷移
させる駆動電圧が印加される。Selection期間には、駆動対象であるラインの電気光学素
子１６ａをＨ配向状態に維持するか、液晶分子のらせん構造が若干弛緩した過渡プレーナ
配向（以下、「ＴＰ配向」と呼ぶ）への弛緩を許可するかを選択する駆動電圧が印加され
る。更に、Evolution期間には、Ｈ配向である電気光学素子１６ａの配向状態を維持する
ともにＰ配向である電気光学素子１６ａをＦ配向に遷移させる駆動電圧が印加される。No
n Selection期間（非選択期間）には、駆動電圧は消去される（厳密には電圧はゼロにな
らない場合もある）。コレステリック液晶層の配向状態は、これらのうちSelection期間
（選択期間）に印加する駆動電圧の大きさに応じ、後続するEvolution期間（保持期間）
乃至Non Selection期間（非選択期間）において、Ｐ配向及びＦ配向の一方へと遷移する
。
【００３８】
　図１１は、コレステリック液晶の反射率－電圧曲線を示す。具体的には、図１１は、Ｐ
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配向及びＮ配向のコレステリック液晶に印加される駆動電圧と、その駆動電圧を急速に除
去した後に遷移する配向状態の関係を示す。縦軸は反射率を、横軸は駆動電圧を示す。ま
た、電圧Ｖ１乃至Ｖ４は、配向状態を遷移させるための駆動電圧の閾値である。コレステ
リック液晶がＰ配向状態であった場合、Ｖ１からＶ２の駆動電圧を印加している間は、駆
動電圧が高くなるにつれてＦ配向に徐々に遷移して透明度が高まり、光吸収板１９の色で
ある黒色が表れる。そして、Ｖ２からＶ３の駆動電圧を印加している間はＦ配向状態が維
持される。Ｖ３からＶ４の駆動電圧を印加している間は、Ｆ配向状態からＨ配向状態に遷
移して再び反射率が高まる。一方、コレステリック液晶がＦ配向状態であった場合、Ｖ１
からＶ３の駆動電圧を印加している間はその配向状態が遷移しない。Ｖ３からＶ４の駆動
電圧を印加している間は、Ｆ配向状態からＨ配向状態に遷移して反射率が高まる。したが
って、ＤＤＳ駆動では、Preparation期間にて各電気光学素子１６ａに印加される駆動電
圧の大きさに応じ、その後の期間で遷移する配向状態が決定付けられる。
【００３９】
　図１２は、コレステリック液晶の配向状態の遷移を示す図である。まず、Preparation
期間では、Ｖ４以上の駆動電圧が印加されることにより、Ｐ配向状態又はＦ配向状態であ
った電気光学素子１６ａがＨ配向状態に遷移する。そして、Selection期間では、表した
い色の配向状態に応じた駆動電圧が印加される。つまり、白を表したいのであればＶ２以
上の、黒を表したいのであればＶ１以下の駆動電圧が印加される。Ｖ１以下の駆動電圧が
印加された場合、ＴＰ配向状態にまず遷移する。更にEvolution期間にてＶ４以下の駆動
電圧が印加されるとＦ配向状態に遷移し、その状態が次の駆動サイクルまで維持される。
一方、Selection期間でＶ２以上の駆動電圧が印加された場合、Ｈ配向状態がそのまま維
持される。続くEvolution期間にてＨ配向状態を維持可能な駆動電圧が印加され、更にそ
の後のNon Selection期間で駆動電圧が急速に除去されるとＰ配向状態に遷移する。Ｐ配
向状態は、次の駆動サイクルまで維持される。
【００４０】
　一方、コンベンショナル駆動方式は、各期間に固有の電圧の印加を画像の走査ラインの
各々へ１つずつ行っていく方式である。この方式は広く知られているため、駆動サイクル
や印加電圧などの詳細な説明は割愛する。
【００４１】
　再び図８を参照して説明する。ステップＳ１１０において、ＣＰＵ４４は、駆動モード
選択画面における駆動モードの選択がなされたか否かを監視している。駆動モードが選択
されると、選択された駆動モードを識別する識別子をＲＡＭ４５に記憶させる。ＣＰＵ４
４は、処理をステップＳ１２０に進める。
【００４２】
　ステップＳ１２０において、ＣＰＵ４４は、駆動モードがデフォルトである低速駆動モ
ードから高速駆動モードへと変更されたか否か判断する。そして、高速駆動モードへ変更
された場合、ＣＰＵ４４は、処理をステップＳ１３０へ進める。高速駆動モードへ変更さ
れていない場合、ＣＰＵ４４は、処理をステップＳ１４０へ進める。
【００４３】
　ステップＳ１３０において、ＣＰＵ４４は、負荷制御部３３を高負荷状態にする信号を
、Ｉ／Ｏコントローラ４８を介して磁力制御回路３３ｃへ供給する。この信号の供給を受
けた磁力制御回路３３ｃは、図７の実線Ｂに示す負荷を回転つまみ３１に付与するために
必要な電力を、電磁石３３ｂへ供給する。
【００４４】
　ステップＳ１４０において、ＣＰＵ４４は、負荷制御部３３を低負荷状態にする信号を
、Ｉ／Ｏコントローラ４８を介して磁力制御回路３３ｃへ供給する。この信号の供給を受
けた磁力制御回路３３ｃは、図７の鎖線Ｃに示す負荷を回転つまみ３１に付与すために必
要な電力を、電磁石３３ｂへ供給する。
【００４５】
　図１３は、画像切換処理を示すフローチャートである。図１３に示す一連の処理が行わ
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れている間、Ｉ／Ｏコントローラ４８は、ロータリエンコーダ３２により検出される回転
つまみ３１の回転量と回転方向とを示す信号をＣＰＵ４４へ供給し続ける。
【００４６】
　ステップＳ２１０において、ＣＰＵ４４は、Ｉ／Ｏコントローラ４８より供給される信
号が示す回転量が、ＲＡＭ４５に記憶されている画像切換の閾値の角度に至ったか否かを
監視している。回転量が閾値に至ると、ＣＰＵ４４は、処理をステップＳ２２０へ進める
。
　ステップＳ２２０において、ＣＰＵ４４は、温度センサ９１の検出温度を示すデジタル
信号をＡＤＣ４１から取得する。
【００４７】
　ステップＳ２３０において、ＣＰＵ４４は、ＲＡＭ４５に記憶された識別子を参照し、
低速駆動モードと高速駆動モードの何れが選択されているか判断する。
　ステップＳ２３０にて高速駆動モードが選択されていると判断した場合、ステップＳ２
４０において、ＣＰＵ４４は、高速駆動モード用パラメータをＲＯＭ４６のテーブルから
読み出す。「高速駆動モード用パラメータ」とは、高速駆動モード用に予め準備された、
黒、白の各駆動電圧の波形（図１０に示すＶ１乃至Ｖ４の閾値）を決定付けるパラメータ
である。一方、低速駆動モードが選択されていると判断した場合、ステップＳ２５０にお
いて、ＣＰＵ４４は、低速駆動モード用パラメータをＲＯＭ４６のテーブルから読み出す
。「低速駆動モード用パラメータ」とは、低速駆動モード用に予め準備された、黒、白の
各駆動電圧の波形を決定付けるパラメータである。
【００４８】
　このテーブルに記憶されるパラメータが示す閾値は、基準温度（例えば２５℃）のコレ
ステリック液晶の配向状態を遷移させるに至る値として実測に基づいて得られたものであ
る。
【００４９】
　パラメータを読み出すと、ＣＰＵ４４は、検出温度に応じてそのパラメータを変更する
（Ｓ２６０）。具体的には、図１０のSelection期間で印加される電圧の閾値Ｖ１および
Ｖ２を、検出温度に応じて変更する。
【００５０】
　ここで、検出温度に応じて閾値の変更を行う理由について、図１４を参照して説明する
。
　図１４は、選択電圧とコレステリック液晶の反射率の関係を模式的に示す図である。横
軸は電圧を、縦軸は反射率を示している。反射率は、基準となる標準白色板の反射輝度を
１００％としたときの相対的輝度である。反射率が高いということは、コレステリック液
晶がＰ配向に近づいて白みが強くなっていることを意味し、反射率が低いということは、
コレステリック液晶がＦ配向に近づいて黒みが強くなっていることを意味する。図１４に
示されるように、コレステリック液晶の反射率を１００％（白）へ遷移させる電圧と０％
（黒）へ遷移させる電圧は、その温度が高くなるほど高電圧側にシフトし、低くなるほど
低電圧側へシフトする。このように、コレステリック液晶の反射率－電圧特性は温度に依
存するので、検出温度に応じて駆動パラメータを変更する構成が採用されている。
【００５１】
　再び図１３を参照して説明する。ステップＳ２７０において、ＣＰＵ４４は、ステップ
Ｓ２５０にて読み出したパラメータについても同様に、検出温度に応じて変更する。
【００５２】
　ステップＳ２６０又はステップＳ２７０でパラメータを変更すると、ステップＳ２８０
において、ＣＰＵ４４は、コレステリック液晶パネル１１に表示させる画像データをＲＯ
Ｍ４６に記憶された一連の画像データの中から特定し、その特定した画像データを取得す
る。画像データの特定は、以下のように行われる。まず、ＲＯＭ４６には、複数の画像デ
ータが各々に固有のファイル名を対応付けた上で記憶されている。そして、本ステップＳ
２８０では、ファイル名を昇順に並べたとしたならば、コレステリック液晶パネル１１に



(10) JP 4807391 B2 2011.11.2

10

20

30

40

50

現在表示されている画像の前又は後の参照順になるファイル名と対応する画像ファイルが
、特定される。参照順の前又は後の何れのファイル名と対応する画像ファイルを特定する
かは、回転つまみ３１が正逆どちらの回転方向へ回転したかにより決まる。
【００５３】
　ステップＳ２９０において、ＣＰＵ４４は、ステップＳ２８０で取得した画像データと
ステップＳ２６０又はステップＳ２７０で変更を施したパラメータとをメイン表示部駆動
制御回路４７へ供給する。画像データ及びパラメータの供給を受けると、メイン表示部駆
動制御回路４７は、コレステリック液晶の配向状態を遷移させるに至る駆動電圧の各波形
をパラメータに従って特定する。また、メイン表示部駆動制御回路４７は、表示させる画
像の各主走査ラインの画素の色を画像データを基に特定する。さらに、メイン表示部駆動
制御回路４７は、各画素と対応する電気光学素子１６ａの配向状態を遷移させるための制
御信号を、セグメント用電源生成回路４２及びコモン用電源生成回路４３へ順次供給する
。これにより、ＤＤＳ駆動又はコンベンショナル駆動の一方の駆動方式に従って電気光学
素子１６ａの配向状態が１ラインずつ順次遷移する。全ラインの遷移が済むと画像の書き
換えが完了する。
【００５４】
　以上説明した本実施形態では、メイン表示部に表示された画像の切換を指示する操作子
である回転式操作子の回転の負荷が、高速駆動モードと低速駆動モードの何れが選択され
ているかに応じて切り替わる。したがって、駆動モードに応じた負荷が回転式操作子に提
供される。
【００５５】
２．第２実施形態
　本発明の第２実施形態について説明する。本実施形態において、情報処理装置は、メイ
ン表示部（第１の表示装置）とは別にサブ表示部（第２の表示装置）を有する。サブ表示
部は、コレステリック液晶と異なる特性の表示体、具体的には、書き換え速度が異なる液
晶を用いている。回転式操作子の操作対象は、メイン表示部とサブ表示部の何れにするか
を選択可能である。回転操作子において、画像切換の閾値となる角度の大きさは、操作対
象がメイン表示部であるかサブ表示部であるかに応じて制御される。さらに、回転式操作
子の操作によりその回転が検出されるたびに光が点滅する。これにより、利用者による操
作の視認性を向上させる。
【００５６】
　メイン表示部１０は、電子ペーパーの主要なディスプレイであり、高精細、低消費電力
といった特長を有している。この特長を生かし、主たる文書を表示し、ユーザはその内容
をじっくりと読むというように用いられることが多い。しかし、メイン表示部１０は、書
き換え速度が遅い。そのため表示の書き換えは、ページ（またはページの一部）全面の書
き換えであり、スクロールは行われない。一方、サブ表示部５０は、補助的なディスプレ
イであり、高速書き換えが可能である。そのため、サブ表示部５０は、操作メニューの表
示、ファイル検索窓の表示、メインディスプレイに表示されている文書の書誌情報の表示
などの補助的な情報の表示に用いられる。サブディスプレイは高速書き換えが可能である
ので、回転操作子の操作に応じてスクロールが行われてもよい。しかし、サブ表示部５０
は、低解像度、高消費電力、画面が狭いという特徴を有しているため、主たる文書の表示
には適さない。
【００５７】
　図１５は、本実施形態に係る情報処理装置のハードウェア概略構成図を示す。図１６は
、情報処理装置の外観を示す図である。図１５に示すように、この情報処理装置は、メイ
ン表示部１０、押下式操作子２０、回転式操作子３０、及び制御部４０に加えて、サブ表
示部５０及びＬＥＤ６０を有する。また、制御部４０は、ＡＤＣ４１、セグメント用電源
生成回路４２、コモン用電源生成回路４３、ＣＰＵ４４、ＲＡＭ４５、ＲＯＭ４６、メイ
ン表示部駆動制御回路４７、及びＩ／Ｏコントローラ４８に加え、サブ表示部駆動制御回
路４９を有する。なお、メイン表示部１０の詳細な構成は第１実施形態と同じであるため
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図示を省略している。
【００５８】
　ＬＥＤ６０は、Ｉ／Ｏコントローラ４８から信号の供給を受けて発光する光学素子であ
る。図１６に示すように、ＬＥＤ６０は、ディプレイ装置の筐体９０の外部へ露出してい
る。
　サブ表示部５０は、温度変化に対する耐性と駆動速度がコレステリック液晶よりも優る
表示体（例えば、ネマティック液晶）が用いられている点においてメイン表示部１０と異
なっている。また、図２に示すように、サブ表示部５０の液晶パネルの上側ガラス基板は
ディプレイ装置の筐体９０の開口部を介して外部へ露出している。
【００５９】
　制御部４０内のサブ表示部駆動制御回路４９は、サブ表示部５０へ制御信号を供給する
ことによりその液晶パネルへ画像を表示させる。
　また、本実施形態に係る情報処理装置において、回転式操作子３０の構造が第１実施形
態と異なる。この回転式操作子３０の構造について、図１７及び図１８を参照して詳細に
説明する。
【００６０】
　図１７は、回転式操作子３０の側面図である。図１８は、図１７の矢視線Ｄが示す面を
上側から見た図である。回転式操作子３０をなす回転つまみ３１とロータリエンコーダ３
２の構造は第１実施形態と同様なので説明を割愛する。
【００６１】
　図に示す負荷制御部３３は、歯車３３ｅ、剛球３３ｆ、スプリング３３ｇ及びアクチュ
エータ３３ｈを有する。歯車３３ｅは、中心に貫通孔を有する。貫通孔には回転軸３４が
挿入され、歯車３３ｅは回転軸３４に対して固定されている。歯車３３ｅと剛球３３ｆと
は、スプリング３３ｇを介して連結されている。アクチュエータ３３ｈは、歯車３３ｅに
近づく方角とその逆の方角の間の移動により、歯車３３ｅの側面に剛球３３ｆを押し当て
る付勢力を調整する。
【００６２】
　アクチュエータ３３ｈが歯車３３ｅと遠ざかる方向に移動し、図１８（ａ）に示すよう
に剛球３３ｆが歯車３３ｅの側面と完全に離れると、回転つまみ３１の回転の負荷はほぼ
０になる。そして、この状態からアクチュエータ３３ｈが歯車３３ｅに近づく方向へ移動
すると、剛球３３ｆが歯車３３ｅの側面に接触し、その側面のスプライン（溝）の１つへ
剛球３３ｆが嵌った時点で回転を妨げる負荷が付与される。そして、図１８（ｂ）に示す
ようにアクチュエータ３３ｈが歯車３３ｅに近づく方向へ更に移動すると、回転軸３４を
介してその歯車３３ｅと連結された回転つまみ３１の回転負荷もより大きくなる。
【００６３】
　本実施形態の特徴的な処理である画像切換処理について説明する。
　図１９は、画像切換処理を示すフローチャートである。図に示す一連の処理が行われて
いる間、Ｉ／Ｏコントローラ４８はロータリエンコーダ３２により検出される回転つまみ
３１の回転量と回転方向とを示す信号をＣＰＵ４４へ供給し続ける。また、本実施形態に
かかる情報処理装置は、メイン表示部１０とそれよりもプライオリティの低いサブ表示部
５０をそれぞれ別のソフトウェアを用いて制御する。
【００６４】
　ステップＳ３１０において、ＣＰＵ４４は、メイン表示部１０を制御するソフトウェア
が起動された状態であるか否か判断する。メイン表示部１０を制御するソフトウェアが起
動された状態であると判断した場合（Ｓ３１０：ＹＥＳ）、ステップＳ３２０において、
ＣＰＵ４４は、ＲＡＭ４５に記憶されている画像切換の閾値の角度を４５度に設定する。
以降、ＣＰＵ４４は、Ｉ／Ｏコントローラ４８から供給される信号を基に特定される回転
つまみ３１の回転量がこの閾値である４５度に至るたびに、コレステリック液晶パネル１
１に表示させる画像データをＲＯＭ４６に記憶された一連の画像データの中から取得して
メイン表示部駆動制御回路４７へ供給する。画像データの取得の手順は、図１３のステッ
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プＳ２８０と同様である。画像データの供給を受けたメイン表示部駆動制御回路４７は、
電気光学素子１６ａの配向状態をその画像データに応じて遷移させるための制御信号をセ
グメント用電源生成回路４２及びコモン用電源生成回路４３へ供給することによって、コ
レステリック液晶パネル１１の画像を書き換える。
【００６５】
　画像切換の閾値を４５度に設定すると、ステップＳ３３０において、ＣＰＵ４４は、負
荷制御部を負荷付与状態にする信号をＩ／Ｏコントローラ４８を介してアクチュエータ３
３ｈに供給する。この信号の供給を受けたアクチュエータ３３ｈは歯車３３ｅに近づく方
向に移動する。アクチュエータ３３ｈがこのように移動すると、回転つまみ３１の回転を
妨げる負荷が付与される。信号をアクチュエータ３３ｈに供給すると、ＣＰＵ４４は、処
理をステップＳ３１０に戻す。
　ステップＳ３１０にて、メイン表示部１０を制御するソフトウェアが起動された状態で
ないと判断した場合（Ｓ３１０：ＮＯ）、ステップＳ３４０において、ＣＰＵ４４は、サ
ブ表示部５０を制御するソフトウェアが起動された状態であるか否か判断する。
【００６６】
　サブ表示部５０を制御するソフトウェアが起動された状態であると判断した場合（Ｓ３
４０：ＹＥＳ）、ステップＳ３５０において、ＣＰＵ４４は、ＲＡＭ４５に記憶されてい
る画像切換の閾値の角度を１５度に設定する。以降、ＣＰＵ４４は、Ｉ／Ｏコントローラ
４８から供給される信号を基に特定される回転つまみ３１の回転量がこの閾値である１５
度に至るたびに、コレステリック液晶パネル１１に表示させる画像データをＲＯＭ４６に
記憶された一連の画像データの中から取得してサブ表示部５０へ供給する。
【００６７】
　画像切換の閾値を１５度に設定すると、ステップＳ３６０において、ＣＰＵ４４は、負
荷制御部を負荷除去状態にする信号をＩ／Ｏコントローラ４８を介してアクチュエータ３
３ｈに供給する。この信号の供給を受けたアクチュエータ３３ｈは歯車３３ｅから遠ざか
る方向に移動する。アクチュエータ３３ｈのこの移動により、回転つまみ３１の回転を妨
げる負荷が除去される。信号をアクチュエータ３３ｈに供給すると、ＣＰＵ４４は、処理
をステップＳ３１０に戻す。
【００６８】
　サブ表示部５０を制御するソフトウェアが起動された状態でないと判断した場合（Ｓ３
４０：ＮＯ）、ＣＰＵ４４は、ステップＳ３７０において、Ｉ／Ｏコントローラ４８から
の信号の供給を待つ。回転の角度を示す信号が供給された場合（Ｓ３７０：ＹＥＳ）、ス
テップＳ３８０において、ＣＰＵ４４は、点灯を指示する信号をＩ／Ｏコントローラ４８
を介してＬＥＤ６０へ供給する。この信号が供給されると、ＬＥＤ６０は一定時間点灯す
る。これにより、回転式操作子３０のロータリエンコーダ３２が回転つまみ３１の回転を
検出するたびにＬＥＤが点滅することになる。
【００６９】
　以上説明した本実施形態によると、画像切り換えの閾値は、操作対象がメイン表示部で
あるかサブ表示部であるかに応じて制御される。サブ表示部はメイン表示部よりも駆動速
度が速いが、画像切換の閾値は操作対象に応じて制御される。よって、操作対象に応じた
負荷が回転式操作子に提供される。
【００７０】
３．他の実施形態
　本願発明は、以下で説明するように種々の変形実施が可能である。なお、以下の変形例
の２つ以上のものが第１実施形態または第２実施形態と組み合わせて用いられてもよい。
【００７１】
　第１実施形態においては、液晶の駆動速度が速い高速駆動モードのときは回転つまみの
回転を妨げる電磁力は大きくされ、液晶の駆動速度が遅い低速駆動モードのときはその電
磁力は小さくされた。これによって、回転つまみの操作感覚は、液晶の駆動速度に追随し
ていた。これに対し、高速駆動モードと低速駆動モードの何れが選択されたかに応じて、
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画像の切換の閾値となる角度を切り換えるようにしてもよい。
【００７２】
　第２実施形態において、サブ表示部を回転つまみの回転を通じて操作するときは画像切
換の閾値となる回転角度が小さくされ、メイン表示部を操作するときは画像切換の閾値と
なる回転角度が大きくされた。これによって、回転つまみの操作感覚は、液晶の駆動速度
に追随していた。これに対し、第１実施形態と同様に電磁石を利用してもよい。すなわち
、サブ表示部が操作対象となっているときとメイン表示部が操作対象となっているときと
で回転つまみの回転を妨げる電磁力の大きさが切り換えられてもよい。 
【００７３】
　第２実施形態において、回転式操作子の操作対象は、メイン表示部とサブ表示部の２つ
であったが、３つ以上の表示部が操作対象となってもよい。すなわち、３つ以上の表示部
を１つの回転式操作子により操作できるようにしてもよい。この場合、それらの何れが操
作対象になっているかに応じて画像切換の閾値が切り換えられる。
【００７４】
　上記実施形態において、負荷制御部のロータリエンコーダは、アブソリュート型ロータ
リエンコーダである例について説明した。しかし、これをインクリメント型ロータリエン
コーダにしてもよい。インクリメント型ロータリエンコーダの場合、回転つまみが回転し
た際の絶対角度を検出することはできないものの、相対的な回転量は検出できる。この場
合、その相対的な回転が閾値を超えるたびに現在表示されている画像の前又は後の参照順
になる画像ファイルを特定するようにすればよい。
【００７５】
　上記実施形態において、液晶パネルに表示される一連の画像データはＲＯＭに記憶され
ていたが、フラッシュロムやハードディスクなどといった他の記憶装置に複数の画像デー
タを記憶しておき、それらを回転式操作子の操作に応じて特定し、液晶パネルに表示させ
るようにしてもよい。
【００７６】
　第２実施形態では、液晶ディスプレイ装置の筐体からＬＥＤが露出していた。このＬＥ
Ｄの点滅を通じて、回転つまみの回転量が閾値の角度を超えたことを利用者に通知してい
た。これに対し、ＬＥＤの代わりにスピーカを搭載させ、このスピーカからのビープ音や
クリック音の放音を通じて回転つまみの回転量が閾値の角度を越えたことをユーザに通知
するようにしてもよい。
【００７７】
　第２実施形態では、メイン表示部が回転式操作子の操作対象になっているときは画像切
換の閾値が４５度に設定され、サブ表示部が回転式操作子の操作対象になっているときは
画像切換の閾値が１５度に設定された。しかし、角度の設定値はこれに限定されない。メ
イン表示部が操作対象となったときの設定角度のほうがサブ表示部が操作対象となったと
きの設定角度より大きくなってさえいれば、他の閾値が設定されてもよい。
【００７８】
　第１実施形態では、高速駆動モードか低速駆動モードかに応じて回転式操作子の負荷が
２値的に切り換わるようになっていた。しかし、液晶の駆動速度は表示対象となる画像デ
ータそのもののデータ量に応じて変動し得る。したがって、表示対象となった画像データ
のデータ量に応じてその後の負荷が微調整されるようにしてもよい。この変形例の構成及
び動作を概念的に示すと、「情報の表示体と、複数の画像データを記憶した記憶手段と、
前記表示体の駆動モードを選択する選択手段と、軸を中心に回転する回転体と、前記回転
体の回転量を検出する回転量検出手段と、前記検出された回転量に応じて特定される画像
データを前記記憶手段から読み出し、その画像データを前記表示体に表示させる表示制御
手段と、前記回転体にその回転を妨げる負荷を付与する手段であって、付与する負荷の大
きさの基準量を前記選択手段による駆動モードの選択に応じて特定し、特定した基準量を
前記読み出された画像データのデータ量に応じて調整する負荷付与手段とを備えた回転式
操作子。」となる。
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【００７９】
　第２実施形態において、メイン表示部１０に表示される画像は主たる文書の画像に限定
されない。情報処理装置を操作するメニュー画面のような補助的な情報をメイン表示部１
０に表示してもよい。この場合、文書を表示する場合には回転操作子の負荷を大きくし、
メニューを表示する場合には負荷を小さくするというように、表示される画像の種類に応
じて負荷を切り換えてもよい。
【００８０】
　回転操作子に与えられる負荷は、第１実施形態および第２実施形態で説明したものに限
定されない。すなわち、操作子の「負荷」とは、操作対象となる表示装置において、単位
情報量の画像を表示書き換えするのに必要な仕事である。仕事＝力×変位であるから、操
作子の「負荷」とは、操作対象となる表示装置において、単位情報量の画像を表示書き換
えするのに必要な力および変位の少なくともいずれか一方を意味する。要するに、一実施
形態における情報処理装置は、書き換え速度、すなわち、表示装置における単位情報量あ
たりの表示書き換え時間に応じて、前記回転体を単位変位量変位させるのに必要な力、お
よび、表示書き換えを指示するのに必要な変位量の少なくともいずれか一方を制御するも
のであれば、どのような装置であってもよい。
【００８１】
　上述の実施形態において、操作子が回転式である例について説明した。しかし、操作子
は回転式に限定されない。レバーがスライドする構成のもの、いわゆるトラックボール式
のもの、その他の、ある基準点（例えば、回転軸、スライドバーの一端、トラックボール
の中心など）からの操作子の変位に応じた信号を出力するものであれば、どのような構成
の操作子が用いられてもよい。
【００８２】
　上述の実施形態において、表示装置に用いられる表示体がコレステリック液晶層である
例について説明した。しかし、表示体はコレステリック液晶に限定されない。電気泳動素
子、その他の記憶性表示体が用いられてもよい。また、情報処理装置が有する表示部の数
は、各実施形態で例示されたものに限定されない。例えば第１実施形態において、情報処
理装置は２つ以上の表示部を有していてもよい。この場合、複数の表示部のうち少なくと
も１つの表示部が、書き換え速度が異なる複数の駆動モードで駆動可能であればよい。例
えば第２実施形態において、情報処理装置は３つ以上の表示部を有していてもよい。この
場合、複数の表示部のうち少なくとも１つの表示部が、他の表示部と書き換え速度が異な
る表示体を用いたものであればよい。
【図面の簡単な説明】
【００８３】
【図１】液晶ディスプレイ装置のハードウェア概略構成図である。
【図２】液晶ディスプレイ装置の外観図である。
【図３】コレステリック液晶パネルの断面を示す図である。
【図４】走査線とデータ線を示す図である。
【図５】回転式操作子の構造を示す図である。
【図６】回転式操作子の構造を示す図である。
【図７】回転つまみの負荷（トルク）の遷移を示す図である。
【図８】負荷設定処理を示すフローチャートである。
【図９】駆動モード選択画面を示す図である。
【図１０】ＤＤＳ駆動を示す図である。
【図１１】駆動電圧と配向状態の遷移の関係を示す図である。
【図１２】駆動電圧と配向状態の遷移の関係を示す図である。
【図１３】画像切換処理を示すフローチャートである。
【図１４】印加電圧と反射率の関係を模式的に示す図である。
【図１５】液晶ディスプレイ装置のハードウェア概略構成図である。
【図１６】液晶ディスプレイ装置の外観図である。
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【図１７】回転式操作子の構造を示す図である。
【図１８】回転式操作子の構造を示す図である。
【図１９】画像切換処理を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００８４】
１０…メイン表示部、１１…コレステリック液晶パネル、１２…セグメント電極駆動回路
、１３…コモン電極駆動回路、１４…上側ガラス基板、１５…上側透明電極、１６…コレ
ステリック液晶、１７…下側透明電極、１８…下側ガラス基板、１９…光吸収板、２０…
押下式操作子、２１…ボタン、２２…ボタン、３０…回転式操作子、３２…ロータリエン
コーダ、３３…負荷制御部、３４…回転軸、４０…制御部、４１…ＡＤＣ、４２…セグメ
ント用電源生成回路、４３…コモン用電源生成回路、４４…ＣＰＵ、４５…ＲＡＭ、４６
…ＲＯＭ、４７…メイン表示部駆動制御回路、４８…Ｉ／Ｏコントローラ、４９…サブ表
示部駆動制御回路、５０…サブ表示部、６０…ＬＥＤ、９０…筐体、９１…温度センサ

【図１】 【図２】
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【図１６】

【図１７】
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